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大 阪 ・海遊館で飼育展、示された海産魚の内部 ・外部寄生虫
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要 約

2011年5月 か ら2013年2月 ま で 、 大 阪 ・海 遊 館 に お い て 飼 育 ・展 示 中 の 海 産 魚 類8種(マ ダ ラ ト ビ エ イAetobatzds

narinari、 カ エ ル ア ン コ ウAntennariUSstriatass、 ピ ン ク マ オ マ オCaProdonlongimanecs、 カ ス リ ハ タEpinePhelus

tzckulα、 ア カ グ ッHaliebltaeaste//ata、 ヒ メ ア イ ゴSiganacsvirgatus、 シ ョ ウ サ イ フ グTakzfugusnyderi、 ウ マ ヅ ラ ハ

ギThamnaconusmodestblsi)か ら 次 の よ う な 寄 生 虫 が 得 ら れ た 。 す な わ ち 、Philometridaegen.spp.、Camallanidae

gen.sp.、Raphidascaroidessp.、 四 吻 目条 虫 類 、 微 胞 子 虫 類 、Sarcotacessp.、Limnotrachelobdellaokaeで あ っ た 。

こ れ ら 寄 生 虫 の 形 態 と 飼 育 上 の 問 題 点 に つ い て 概 述 す る 。
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1.は じ め に

今 日の水族館には生物多様性の理解のための教育啓発

拠点としての使命があり、特に、多種多様な魚類の生体

展示 は教育的効果が高い[15]。 そのためには、これ ら

魚類 を健康的に飼育することが重要であり、不幸にして

死亡 した個体については剖検を行い、死因を究明するこ

とが求められる。その際、寄生虫が見出されることがあ

り、その病原性や疫学についての追求が必要である。一

方で、多 くの寄生虫の生活史を鑑みれば、捕食 一被食関

係の自然生態系に依拠 していることが容易に理解で きる

[11]。水族館の展示解説に、このような知見を記述する

ことで、より深みを増 した教材になる可能性を秘めてい

る。そのようなことを念頭におきつつ、大阪市内の一施

設で見出された寄生虫について記録を試みた。

2.材 料 と方法

2011年5月 ～2013年2月 の間に、大阪 ・海遊館で展

示 ・飼育していた海産魚類8種(各1個 体)か ら寄生虫

が検出された。表1に 検査年月と当該宿主の分類学的な

位置と和名、学名を示 した。得 られた寄生虫あるいは寄

生虫を含んだ組織 は70%エ タノール液で固定 した。寄

生虫が諸臓器に埋没 していた場合は実体顕微鏡下で剣先

ピンセットにより丁寧に取 り出した。虫体はラク トフェ

ノール液で透徹後、顕微鏡写真撮影装置(OLYMPUS

BH2-DH)で 撮影 と計測をした。これ ら寄生虫標本は、

現在、酪農学園大学野生動物医学センターに保管 している。

表1.大 阪海遊館で剖検 された海産魚類

採材年月 所属す る 目 ・科 和 名 学 名

2011。5

2011.8

2011.8

2011.ll

20!1.11

2011.12

2012.7

2013.2

フグ ・フグ

スズキ ・アイゴ

スズキ ・ハ タ

スズキ ・ハ タ

ァ ンコウ ・カエル アンコウ

ア ンコウ ・アカグツ

フグ ・カワハギ

トビエ イ ・トビエ イ

シ ョウサイ フグ

ヒメアイ ゴ

ピンクマオマオ

カス リハ タ

カエ ルア ンコウ

アカグツ

ウマ ヅラハ ギ

マ ダラ トビエ イ

7「dんzfugusフayderi

Siganzcsvirgatus

CaProdorelongimanus

EpinePhe/ustukulα

Antenフza7iusstriatus

ffalガeutaeastellata

ThamnacOnusmodθstusi

Aetobatersnarina7i
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大阪 ・海遊館で飼育農示 された海産魚の内部 ・外部寄生虫

3.結 果 と考察

3-i.線 虫類

食欲減退と異常行動 を起 こし、鰐が退色、同部に粘液

が多量に付着したショウサイフグの二次鯉弁から雌虫体

の一部が検出され、その子宮切断部から多数の幼虫が逸

出していた(図1)。 雌虫体の形態か らの種 同定は不可

能であった。しかし、幼虫はフィラリア型の食道をもち、

尾端は腹側に曲がっていた点、また成虫の子宮に幼虫が

充満 していた寄生状態か らPhilometridae科 と推測 され

図1.シ ョウサイ フグの二 次鯛弁 に見出 され た

Philometridae科 雌 虫の子宮断端面。

子宮か ら逸 出 した幼 虫が観 察 され る。

た。なお、今回、ウマヅラハギの肝臓の辺縁部に付着 し

た白色嚢状物で もPhilometridae科 と推測 される未成熟

虫が検出された(図2左)。 虫体頭部には口唇を欠き(図

2申 央)、 尾端は鋭であったが(図2右)、 この個体から

得られた虫体についても同定は不可能であった。この科

の線虫は淡水魚も含め多数の種の体腔や体組織に寄生 し

[7,8]、 フグ目寄生のPhilometridae科 としては腹腔寄

生のPhilonzetTaブavaefzsisが 知られる[9]。 ほとんどの

種で詳細な生活史が不明だが、甲殻類が中問宿主として

推測され[H]、 甲殻類から魚への感染時期は夏か ら初

秋 と考えられている[2]。Philometridae科 の有効な予

防対策は確立 していないが、申間宿主である甲殻類の媒

介源とならない冷凍餌料の給与、感染時期 を考慮 した駆

虫薬投与による予防が対策として考えられる。

ヒメアイゴの腸内からはCamallanidae科 線虫が検出

された。検出されたものは雄成虫1個 体であ り、体長4.O

mm、 頭端には壁面に斜走する線状物を有する口腔(図

3左)が 認められ、尾部には左右不等な交接刺 を有し、

左交接刺長025mm、 右交接刺長0.18mmで あった(図

3右)。Camallanidae科 線虫は発達 した口腔を用い腸粘

膜に吸着することから、多数寄生で宿主に削痩や細菌の

二次感染などが知 られるが[14]、 本事例ではそのよう

な顕著な症状は認められなかった。レバミゾール系駆虫

薬が効果的であるとされるが、中間宿主となる可能性が

あるカイアシ類などの存否把握も予防には重要であろう

図2。 ウマズラハギの肝臓辺縁部嚢

状物の圧扁像(左)と そこ

から分離 したPhilometridae

科朱成熟虫の頭部(中 央)

と尾部(右)。

図3.ヒ メアイゴの腸 か ら検 出さ

れ たCamallanidae科 雄i虫

の頭部(左)と 尾部(右)。
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図4ア カクツの腸 か ら検 出 された

R∂ρhi(VascarOldθssp雄 虫 の

頭部(左)と 尾部(右)。

[14]。 飼 育下での予 防 としては、カイアシ煩 を含 んだ餌

の給餌 を避ける ことが挙 げ られる。

アカグッの腸 内か らRaPlzzdascarozdesspが 検 出 され

た。体長 は雄 虫体 約5cm、 雌 虫体7～10cm、 頭 端 の口

唇 はその幅 よ りも高 さの方が長 い こと(図4左)、 歯 を

もたす、 胃盲嚢 も無い ことが本属 の特徴 とされる[3]。

碓 尾部 は腹側に湾曲 し、左右等長 の交接刺 が認め られた

(図4右)。 日本 海ではRnzPPonenszsがYamagut王[17]

に よ って報告 されてお り、雄の尾部構 造は今回検 出 され

た ものと預似 していたが、乳頭 の位 置な どが不 明瞭て、

種 までの 同定が出来 なか った。感染経 路 と して、中間宿

主 となる甲殻預の摂取が推測 される。

3-2条 虫類

ピンクマオマオの幽門垂 とカスリハタの腸漿膜にそれ

ぞれ乳白色の嚢状物が見つかった(図5左 、図6左)。

両事例 とも内部には四吻 目条虫の擬充尾虫が検出され

(図6中 央)、 明瞭に確認された頭節内の吻はピンクマオ

マオか ら得 られたものは長さ15mm、 カスリハタから

得 られた ものは20mmで あった(図5右,図6右)。 両

事例で得られた虫体の異同含め、分類学的な詳細は不明

であった。駆虫薬の薬浴や経ロ投与が有効 とされている

か[15]、 予防方法は確立 していない。感染経路 として、

感染幼虫を摂取 した中間宿主を餌として体内に取 り込ん

た可能性が考えられた。

蓬

醜
縁

腎穐
曳
～

曳

睡

図5ピ ンクマオマオの幽門垂に寄生

する四吻目条虫幼虫(左 写真の

矢印)と その頭節(右)。

図6カ スリハタの腸漿膜から得 られ

た四吻目条虫幼虫の寄生の様子

(左)と 全体像(中 央)、 頭節の
一部強拡大象(右)。
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3-3.微 胞子虫類

高度浮腫 を呈 したカエルアンコウの全身の筋肉内、腹

腔および消化管漿膜面に多数の直径約1mmの 白色結節

が検 出された(図7)。 この結節を圧 し、光学顕微鏡で

確認 したところ、多数の微胞子虫の虫体が認められた。

アンコウHで よく見 られる微胞子虫としてはSParagzcea

αフ駕痂 侃麗 が報告 されてい る[コ 。 しか しなが ら、

SPaf'α9Zteapa,は神経組織に寄生するため[13]、 今回の

微胞子虫とは異なり、種同定は行えなかった。微胞子虫

類は直i接感染型と甲殻類を中間宿主とする間接感染型の

二つの生活環が知られ、胞子が外界で長期間生存するた

め予防を困難にしている[12コ 。

3-4.甲 殻 類

前事例 と同一個体 のカエルア ンコウの皮下に、半透明

の薄膜に包 まれた長径10mm、 短 径7mmの 嚢 状 物(図

8左)が1つ 認め られた。 この嚢状物 に割 を入 れる と、

内部か ら甲殻類Sarcotacesms雌!虫 体が得 られ た。体表

には乳 白色を呈 す横帯 が5本 見 られ、頭端 は鈍 とな った

木の実状 の形状 を していた(図8右)。 日本近 海 のカエ

ルア ンコウ科魚類 ではS.Paczficz{sが よ く知 られる[4]。

図7,力 エルアンコウの消化管漿膜面に見出された微胞

子虫の白色結節。

図8.力 エルア ンコウの皮下 の嚢 状物(左)か ら得 られ

た甲殻類S創oo拾cessp.(右)。

本事例の虫体 もこれと同種である可能性があるが、今回

は形態データがうまくとれず、種不明とした。飼育担当

者によると、同様な嚢状物は、以前からこの科魚種でよ

く確認 されていたという。Saアcotacesecは中間宿主を必

要 としない直接型の生活環をとるため、展示水槽のよう

な閉鎖環境では生活環を完結 しやすい[16]。

3-5。 環 形動物類

マ ダラ トビエ イの体表 か らヒル類1虫 体が 得 られ た

(図9)。 体 長5.5cm、 頚 部 と頭部 との境 界明瞭、発 達 し

た前吸盤 と後吸 盤 を具有 し、側面 には呼 吸嚢が!3対 認

め られ た ことか ら、 ヒダ ビルLimnotrachelObde/laokae

と 同 定 され た[5]。 ト ビエ イ科 か らア カ メ ウ ミビル

StibarobdellamacrPtlzelaが 見 つか って い るが 、ア カ メ

ウオ ビルは疵の ような四角形の小結節 を有す る点か ら鑑

別で きる[18]。 本 種 は 日本産 を含め多様 な海産魚 ・汽

水魚に寄生 し、5%以 上 の濃塩水処理や20度 以上の水温

管理で死亡 す る[6,10]。 飼 育下で の感染経 路 は不 明で

あ り、エ イ類ではおそ ら く初めての確 認である。

4、 結 語

近年、自然保護や自然回帰への関心が高まっており、

社会教育施設の場でもある水族館は自然 とのかかわりを

展示解説 に取 り入れることで、更なる知的空聞 となる

[15]。寄生蠕虫類 と魚類の関係性、適応化、生活史を解

説に取 り入れることにより、社会教育効果が更に高まる

ことが期待 される。

図9.マ ダラ トビエイの体表 か ら得 られたヒダビル

Limnotracheiobde"aokae。
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大阪 ・海遊館で飼育展示された海産魚の内部 ・外部寄生虫

Endo-anδecto-parasitesobtainedfromcaptivemarinefishes

keptintheOsakaAqwgariumKaiyukan

TokuyoTAKEUCHI1,TakaomiITO2andMitsuhikoASAKAWAl

lSchoolofVeterinaryMedicine ,RakunouGakuenUnivercity,20sakaAquariumKaiyukan

ABSTRACT

SeveralparasitesincludingCarnallanidaegen,spp.,Raf)hidascaroidessp,,Philometridaegen.spp。Microsporidia,

Sarcotacessp.,Trypanorhynchafam.gen.spp.,and五amnotrachelobdellao加6wereobtainedfrom8capitvemarine

fishspeciesincludingAetobatztsnariクzari,Aフzteフmariusstriatzcs,CaProdon/ongimanus,EPinePhelustzskula,Halieutaea

∫オ召〃αホα,Siganacsvirgatecs,Takzfugacsnyderiand乃 α"zフzaconasmodestuskeptintheOsakaAquariumKaiyukan,

betweenMay2011andFebruary2013.Photographsandbriefcommentsabouttheparasitesaregiven.

Keywords:aquariurn,captivemarinefish,OsakaAquarium王(aiyukan,parasltes
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